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要 旨 

本法人は平成 23 年 6 月１日に公益認定を受けた。その第 10事業年度となる令和２年度

事業計画は、当財団の唯一の公益目的事業である「無形文化の国内外における普及・振興

を図り、我が国の文化の向上、発展に寄与するための公益事業」を基本方針として策定し

た。以下に、活動の概略を報告する。 



令和２年度事業報告

2 

＜事業活動＞ 

Ⅰ 無形文化に関する調査並びに資料の収集・記録・保存及び展示(公益目的事業１)

1 新たな記録による保存・公開 

音楽・演劇・舞踊・儀式・祭礼・民俗伝承等の無形文化を録音・映像によって新たに記

録し、保存・公開するもので、当年度は、民謡・古典芸能・教育ジャンル等の録音記録、

映像記録を、年間を通じて行った。 

２ レコード各社及び関係団体音源の収集・活用による復刻・公開 

19 世紀末の蝋管から今日のデジタル記録に至る音源記録を、音楽文化の基礎的アーカイ

ブとして復元・整備し、保存・公開するもので、当年度は各社の音源を復刻・公刊した。 

３ 音源のアーカイブ化及び普及・活用のための体制の構築と推進 

 当財団が日本レコード協会、日本放送協会等 5社と共同設立した「歴史的音盤アーカイ

ブ推進協議会」は、大正期のＳＰレコードから現在までに記録された音声・映像の整備・

保存を行い、トータル約 5万曲のＳＰレコード音源をデジタルアーカイブ化して国立国会

図書館に納入した。平成 25 年度をもって同推進協議会は解散したが、当年度も引きつづ

き広報活動および音源の情報に関する照会などに対応した。 

令和元年度は公益財団法人大倉精神文化研究所および民間所有のＳＰアーカイブ音源等

の保存事業を行ったほか、東京外国語大学国際日本学研究院との「戦前ＳＰ盤総合カタロ

グ構築プロジェクト」を進め、戦前の歴史的音源データ作成による総合カタログ構築を図

った。 

４ 無形文化活動の収集・記録 

国立劇場・紀尾井小ホールをはじめ都内のホール、能楽堂など邦楽・伝統芸能専門会場

で開催された各種団体・個人の公演を映像記録し、21 世紀の無形文化実践記録として将来

に残すべき貴重な文化資産の生成とし、広く公益に寄与するものである。 

当年度は、紀尾井ホールでの日本製鉄文化財団主催公演の映像記録を行った。その他、

箏曲・地歌、長唄等の演奏家主催公演における映像・音声記録も行った。 
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さらに、当年度は文化庁等の業務を受託して次のような記録・収集を行った。 

A.文化庁令和 2年度 戦略的芸術文化創造推進事業「文化芸術収益力強化事業」 

デジタル技術を活用した映像配信等による新たな収益基盤の確保・強化事業に関する

業務。 

第 24 回日本伝統文化振興財団賞受賞者、花柳大日翠氏を立方に迎え,日本舞踊 2演目

を撮影、配信。 

B.文化庁「緊急舞台芸術アーカイブ+デジタルシアター化支援（EPAD）事業」 

舞台芸術の公演収録、新規及び既存の公演映像の納品、権利処理等。 

伝統芸能分野全 62件（配信化 41 件、アーカイブのみ 21件） 

C.公益社団法人日本芸能実演家団体協議会「キッズ伝統芸能体験事業」 

音源制作等業務受託。芸団協が例年行う上掲事業の舞台用音源の制作を請負業務。 

舞台で実演家と共に子供たちが日本舞踊の成果を披露する際の実演家の演奏を、スタジ

オ録音して提供。 

D.ホール及び芸術家団体からの「配信用の舞台録画制作」 

「Ｊ－ＬＯＤ」「アートにエールを」等文化庁の助成を受けたホール及び芸術家団体か

らの業務受託、演奏会記録から配信データ作成までの一貫業務を実施。全 9件。 
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Ⅱ 伝統文化に関する後継者育成(公益目的事業１) 

日本の伝統芸能は、音楽、舞踊、儀式、祭礼、民俗伝承等 100 種類以上に及ぶジャンル

に分けられる。本事業はそれら全てのジャンルを対象に、伝統文化を継承する後継者の育

成を図る。当年度は以下の事業を行った。 

１ 若手演奏家を中心とした公演・ライブの企画・後援の実施 

継承が困難な状況を迎えている伝統芸能継承者の発掘と育成を目的として、主に需要が

乏しく、経済的な観点からも成り立ちにくい、若手実演家の演奏活動を支援する事業とし

て、公演企画の立案、専門誌・ホームページでの広報、演奏者紹介等を、年間を通じて行

っている。当年度は、箏曲・地歌・長唄・民謡をはじめ伝統芸能各ジャンルの演奏家の公

演に対して後援を行った。 



令和２年度事業報告

5 

Ⅲ 伝統文化に関する公演会等の開催（公益目的事業１）

音楽、舞踊、儀式、祭礼、民俗伝承等の無形文化は、現在特定のジャンル（歌舞伎・能

楽・落語・講談等）を除き、新聞・放送等で紹介される機会は極めて少ない。このため、

未来に残すべき日本の貴重な文化資産である伝統・文化の普及・振興のために、公演・講

演・実習・広報等を開催・後援・実施し、広く一般及び教育現場と専門家を対象に無形文

化の普及・振興を行っている。当年度は以下の事業を行った。 

なお、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、当年度予定していた主催・共催公演をは

じめ多くの後援公演が中止または延期となった。  

１ 各種演奏会・公演の後援・協賛・協力 

当財団の後援等の名義の使用を許可するとともに、当財団ホームページでの広報活動を

行うもので、当年度は 30公演に対して後援・協賛をし、広報活動を行った。 

２ 広報活動 

ホームページにおいて、伝統芸能等の無形文化に関する公演情報等を詳細に紹介すると

ともに、公式ブログ「じゃぽブログ」やツイッターを利用し、ツイッターでは速報性を重

視して多彩な情報を、ブログではツイッターでは伝えきれない各公演の見どころ聴きどこ

ろなど多彩な情報を綴っている。 

また、邦楽専門誌（邦楽ジャーナル誌等）への、演奏実演家の活動状況、収集・公刊す

る刊行物の内容、当財団の活動状況等についての広報活動を継続して行った。 
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Ⅳ 伝統文化に関する団体等に対する顕彰及び助成（公益目的事業１）

一般に継承が困難な状況を迎えている無形文化を継承し、将来に伝承するべき人材の発

掘を目的として、団体・個人への顕彰・助成を行う。当年度は以下の事業を行った。 

１ 日本伝統文化振興財団賞 

わが国の伝統音楽の保存・振興・普及に努めることを目的とする、当財団主催の顕彰事

業の一環として平成 8年に設立。伝統芸能分野で将来一層の活躍が期待される優秀なアー

ティストについて、広く識者・研究家・芸能実演家からの推薦を受け、当財団が委任する

選考委員によって毎年 1名の対象者を決定する。賞金は 50万円。副賞としてＤＶＤを制

作し、受賞者の技芸を広く全国に紹介する。 

令和 2年度は、日本舞踊の花柳大日翠氏に第 24回財団賞を贈賞した。 

２ 中島勝祐創作賞 

長唄三味線演奏家・作曲家として数多くの（110 曲）舞踊曲等を作曲し、三味線弾き語

りによる独自の「創作上方浄るり」をはじめ、わが国の創作邦楽の発展に大きく寄与した

故東音中島勝祐氏（とうおん・なかじま・かつすけ、昭和 15 年大阪生まれ、平成 21年

没）の功績を記念して、中島勝祐記念会の支援によって平成 23年に創設。 

令和 2年度は 13 点の応募作品のなかから、第 9回受賞作品として「桜花三章」（野村祐

子 作曲）と「寿猫」（新内多賀太夫 作曲）の 2点を選定した。 

３ 助成事業 

伝統文化振興に関わる学会、教育研究会等の賛助会員として、各会からの要請による講

演、伝統芸能実演家の紹介など、会費と運営への助成活動を行う。 

当年度は一般社団法人東洋音楽学会、東京都小学校音楽教育研究会、東京都中学校音楽

教育研究会の 3団体について賛助会員として運営を支援し、教育現場への和楽器の貸し出

し、実習記録保存等で協力活動を行っている。 

４ 邦楽教育支援事業 

児童・生徒、音楽教師、および一般を対象とした邦楽に関する授業、講習会、ワークシ

ョップ等の実施を支援する目的で、当年度は当財団所有のネオ箏・三味線の楽器貸出し

を、のべ 10 か所に対し年間を通じて行った。 
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Ⅴ 伝統文化に関する国際交流（公益目的事業１） 

本事業は、日本の貴重な文化資産である伝統文化伝承者による公演・講演・ワークショ

ップ等を開催し、広報・放送等によって広く国内外に紹介するとともに、海外の実演家・

研究家による公演・発表等も行い、無形文化の国際的な紹介と交流を行うものであるが、

当年度は事業の実施がなかった。 
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Ⅵ 無形文化に関する出版物並びにディスク及びビデオ等の発行（公益目的事業１）

上記１．「無形文化に関する調査並びに資料の収集・記録・保存及び展示」事業によっ

て収集・記録・保存・復元・整備された音楽・映像記録のディスク及びビデオによる発行

と、無形文化に関する図書発行事業。 

昭和期を通じて日本の音源記録・保存の担い手だったレコード各社は、近年の音楽産業

の大きな衰退を背景に、刊行数が極めて少ないためまったく収益性がなく、対象が幅広く

百種類以上にも及ぶ無形文化の記録・刊行を現在ほとんど行わなくなっている。営利を追

求するレコ―ド会社において、当該ジャンルの記録・公刊は将来継続困難に陥ることが予

測され、そのため、営利を目的としない公益法人での存続を図ることを主旨として、平成

５年に当財団が設立された。 

当財団はこの設立趣旨に基づき、現在もレコード各社によって行われている流行歌・ポ

ップス・ジャズ等、営利を追求し得る音声・映像記録以外の、伝統・文化・教育ジャンル

等の音源記録・映像記録を広く公益に寄与する目的を持って続けるとともに、「聴くこ

と・見ること」が出来て初めて意味を持つそれらの記録を全国どこでも入手可能とするた

めに、設立基金元の協力を得て発行事業の存続を計り、現在まで約 2000 タイトル（当年

度 12タイトル）の音声・映像記録を刊行している。 
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＜管理部門＞

１ 会 員 

当財団は平成 23 年 6 月 1日に公益認定を受け、同年 10月より賛助会員募集を開始し

た。 

令和 2年度中の賛助会員登録は、法人団体会員 1件、個人会員 140 名。 

２ 理事会･評議員会等 

（１）定時理事会 

令和 2年 6月 11 日（木） 書面表決（全員同意） 

第１号議案 令和元年度事業報告・決算書承認の件 ～承認 

第２号議案 評議員会開催日時承認の件 ～承認 

第３号議案 主たる事務所移転とそれに伴う定款一部変更の件 ～承認 

（２）評議員会 

令和 2年 6月 26 日（金） 書面表決（全員同意） 

第１号議案 令和元年度事業報告・決算書承認の件 ～承認 

第２号議案 主たる事務所移転に伴う定款一部変更の件 ～承認 

（３） 臨時理事会 

令和 2年 8月 7日（金） 書面表決（全員同意） 

第１号議案 基本財産（一般正味財産）取り崩しの件 ～承認 

第２号議案 在宅勤務手当支給に伴う役員報酬変更の件 ～承認 

（４） 臨時評議員会 

令和 2年 8月 24 日（月） 書面表決（全員同意） 

第１号議案 基本財産（一般正味財産）取り崩しの件 ～承認 

第２号議案 在宅勤務手当支給に伴う役員報酬変更の件 ～承認 

（５） 臨時理事会 

令和 2年 11 月 30 日（月） 書面表決（全員同意） 

第１号議案 令和 3年度からの新たな財団事業取り組みの件 ～承認 

第２号議案 令和 3年の理事改選に当たる新たな運営体制の構築の件 ～承認 

第３号議案 財団名称の変更の件 ～承認 
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（６）定時理事会 

令和 3年 3月 11 日（木） 書面表決（全員同意） 

第 1号議案 令和 3年度事業計画・収支予算承認の件 ～承認 

第 2号議案 資金調達及び設備投資の見込みの件 ～承認 

第 3号議案 評議員会開催日時承認の件 ～承認 

（７）評議員会 

令和 3年 3月 26 日(金)  書面表決（全員同意） 

第１号議案  令和 3年度事業計画・収支予算承認の件 ～承認 

第２号議案  資金調達及び設備投資の見込みの件 ～承認 

３ 公益財団法人の運営等に関する情報公開 

行政庁へ電子申請した「事業報告書」、｢事業計画書」等の定期提出書類を Web サイトで

公開している。 

４ 業務執行体制等 

職員の減増員なし。 

令和 3年 5月 公益財団法人日本伝統文化振興財団 

以 上 


